	



第４回公開講座　「がんの統合医療とは」（‘１１．１０．８）
大阪大学教授（生体機能補完医学講座）伊藤　寿記　氏

１．現代医療の変遷：超高齢化社会の進展に伴い（65歳以上が20％以上）、生活習慣病が増加、医療
費が増加（46兆円、‘25年度81兆円に。老人医療が半分）。

がんは生活習慣病。年300万人が罹患、32万人が死亡。

２．患者の意識変化：インターネットの普及で、患者の自己決定意識が高まり、ＱＯＬ（生活の質）
を大切にしたいという願望が高まっている。

３．統合医療：西洋医学をベースに、補完代替医療（ＣＡＭ）、全人医療を加え、更には、予防医学
を目指している。人の自然治癒力を活用する。なお、臨床試験を重ねて、エビデンス（科学的
証明）を積み上げている。
４．がんの原因：

①肥満との関連が深い。糖尿病が増加（予備軍を含めると、2，500万人とも。これは運動不足、
脂肪の摂取量の増加（外食産業の発展とも関連）が原因。
ＢＭＩ（体重Kg÷身長M２）は19～25が、適正。

②運動は大変重要（毎日１時間の散歩、週２～３回の汗をかく運動）で、免疫力を高める。

③がんの治療の前提に、心のケアがある。

④鍼灸、アロマ、ヨガ（呼吸法）、五感を介した「癒し」「疲労回復」を。

⑤医食同源：食は、医療の基本。

５．これから：

①がんサバイバーの皆さんへの対応が出来ていないので、フォローの必要がある。
　　　②「一般社団法人エビデンスに基づく統合医療研究会」を進める

　　　③日本統合医療センター特区の設立

④国際統合医療センター（仮称）プロジェクト構想を進める

　《配布資料：「がんの補完代替医療ガイドブック」第２版（増刷版）（余部あり、ご希望の方はお申し
込み下さい）》
感じた事：「統合医療」とは、「西洋医学＋補完代替医療」程度の認識しかありませんでしたが、
もっと幅広く、更には予防を目指すという事。また、今後の積極的な展開構想を伺って、
一日も早い実現を期待いたします。　　　　　　　　（文責：小澤）

「第２８回みんなの健康展」（メイシアター）
～２４４人の皆さんと対話できました～‘11．9．10（13:30）～11（16:00）
　市民塾が参加したのが４年前でした。机を挟んで、会員４人が市民の皆さん４人ずつとの対話を重ね
てきました。今年は、目標３００人。目標には達しませんでしたが、昨年比２０％増。

　パネルで①がんの予防と早期発見　②緩和ケアを学ぼう　③「吹田がん患者・家族会」に参加しませんか、とアピール。資料を５種類揃えて、皆さんの関心を伺いながらシッカリお話しを。これまで以上に、私たちの話に関心を持っておられて、真剣に聞いて下さる方が多かったように思います。毎年、立ち寄って下さる方もいて、少しずつ定着し来たかなとも思いました。幾つかの事例を紹介。

○検診で「胃がん」の兆候があると言われたが、どうしたらいいか。どんな所で精密検査を受ければ
いいか。手術の可能性は？

　○８年前に定期健診で胃がんを発見。３分の２を切除したが、今は元気。予防と早期発見が大切です。

　○姉が胃がんで在宅療養中。家族が大変なので、「吹田市民病院移転先に緩和ケア病棟」ができれば
いいな～と。

　○近くのホスピスや往診してくれる診療所を教えてほしい。

　○自宅で最期を迎えたいが、費用がかなりかかるのではないか。家族の負担が大きいのではないか。
　○市民塾の会員が増えれば、圧力団体になれる。頑張って下さい。

　○治療と緩和ケアを並行して行うことを、ご存じない方がおられた。

　○ずっと胸のあたりの違和感があるけど乳がんが怖くて悩んでいる。何科に行けばいいかわからない。
　○夫が闘病中、病院と家の行き帰りのしんどさだけだった。いい活動ですね。

　○こんな活動知らなかった。がんの知り合いに紹介します。

※なお、「がん」という言葉を聞いただけで、「こわい、こわい、聞きたくない」と仰せの方。
そして、予防に無関心の方が結構居られるのは、気になった。

「がん相談シンポ」～がんのピアサポートって　なに？～
　さる１０月２３日（日）午後、大阪府立成人病センターで、公益財団法人日本対がん協会、財団法人大阪対がん協会主催のもとで、シンポが東京とのテレビ中継で開催され、患者、医療従事者、行政関係者ら約２００人が参加した。

ピアサポート：「ピア」は“同じ立場”「サポート」は“支える、援助する”。がん体験を持つ患者やその家族が、体験からの学びを生かし、新たにがんにかかった患者さんやご家族のサポートをする活動。

第１部：

§ＮＰＯ法人ＨＯＰＥ★プロジェクトの桜井なおみ理事長が「欧米の事例」を紹介。
§国立がんセンター東病院精神腫瘍学開発部の小川室長が「医療者による相談とがん経験者による
相談」についてお話。
相談対応は、①情緒的サポート（共感による姿勢、傾聴）　②適切な情報提供（治療、医療、生活）　③精神症状（うつ）への医療対応）

　医療者と患者とのコミュニケーションが、必ずしもうまくいかない。
§ＮＰＯ法人ミーネットの花井理事長が、活動紹介。

　「がんになっても安心な街づくり」を進める名古屋市と、地域に根ざした「がんサポート活動」に取り組む・・・「名古屋市がん相談情報サロン　ピアネット」。
§千葉県がんセンター患者相談室の活動を、千葉の患者会の野田さんから紹介。

　看護師、ＭＳＷ、ピアカウンセラーが対応。年５，０６６件（月４２２件）。

　

第２部：以下のテーマで、会場からの質問、意見を中心に、パネリストによる議論が行われた。
1 ピアサポートとは：サポーターの資質は？患者でなければ分からない？「～しなければならない」は、ダメ。１対１では深掘りが出来る。サロンだと多くの事例を共有できる。

2 ピアサポート実施上の課題・問題：○ルールが必要　○医療介入をしない　
3 医療従事者と病院：○医療訴訟が少なくなったとの情報もある　○病院からの要請もある　　

「名古屋市がん相談情報サロン　ピアネット」：ＮＰＯ法人ミーネットが協働で運営する、市民のため

の「がん情報収集と相談・交流の場」。

　こんな時に利用：○がんの事を調べたい　○地域の医療機関の情報を得たい　○がんの患者会に出て

みたい　○がんの講座や講演会で学びたい　○がんの悩みや不安を聞いてほしい
感想（小澤）
①ピアサポーターの要件：がん患者さんで、ルールを習得できた人が最も好ましいが、患者さ
ん以外でも可能ではないか。

②名古屋市のようなセンターが、吹田にも出来ると良い。

③在宅傾聴を進める場合は、やはり、それなりの学習が必要。

「千里ペインクリニック」・・「アマニカス」を少路駅直ぐに開設、移転

１１月１１日、私たちの公開講座に、何度もお出かけ下さって、また、「千里ペイン家族の会」とも交流が深い千里ペインクリニック・松永院長の長年の夢がスタートしました。

　　　「アマニカス」：サンスクリット語で、「平安なる特別の場所」を意味し、医療・生活サポート付き
マンション、「第二の我が家」を標榜。

大阪モノレール少路駅直ぐ。４階建てで１階が千里ペインクリニック。２～３階がアマニカス
（１８戸）。

「特徴」○がん患者専用のマンション。病院ではなく、ホスピス型の賃貸マンション。

　　　　　　　　○病院でも家でもない「第二の我が家」。自宅のように安心して、プライバシーを守り、生
活できる。

　　　　　○ウィークリーマンションのように気軽に入れる。敷金や礼金は必要なし。利用した日数分
（最短７日間）だけ。

　　　　　○千里ペインクリニックの訪問診療、訪問介護による２４時間体制のサポート。アマニカス
のサポートスタッフが２４時間常駐し、生活を支える。

　○ＩＴを取り入れた２４時間見守りシステム・・医療現場では日本初。

○「料金」（部屋代、生活支援料、水道光熱費。１日分）

　　　Ａタイプ（21ｍ２）１６室：20，500円　　Ｂタイプ（42ｍ２）　２室：30，500円
’１２年度の講演会決定
	講演会（２年に１度のビッグ・イベント）、決定。

日程：１０月１８日（木）午後、メイシアター・大ホール（定員１，４００名）。

仮題：「よく生き　よく笑い　よき死に出会う」

講師：アルフォンス・デーケン（Alfons Deeken）氏
略歴：
１９３２年ドイツ生まれ。１９５９年来日。１９７３年フォーダム大学大学院（ニューヨーク）で哲学博士の学位（Ph.D.)を取得。以後３０年にわたり、上智大学で「死の哲学」などの講義を担当。カトリック司祭。
現在、上智大学名誉教授。「東京・生と死を考える会」、「生と死を考える会全国協議会」名誉会長。１９９１年全米死生学財団賞、第３９回菊池寛賞、１９９８年ドイツ功労十字勲章、１９９９年第１５回東京都文化賞などを受賞。

主要著作：『よく生き　よく笑い　よき死と出会う』新潮社、『新版　死とどう向き合うか』ＮＨＫ出版、『あなたの人生を愛するノート』フイルムアート社、他多数。


’１２年度公開講座の予定

共通テーマ：５大がんの予防と早期発見・早期治療～肺・胃・大腸・肝臓・乳房～
	
	市民塾担当
	メインテーマ・講師
	開催
（予定）

	
	１４：００～１４：３０
	１４：３０～１６：００（うち、質疑３０分）
	

	１
	がんを取り巻く一般情勢
	肺がん　（済生会吹田病院　西村元宏先生）
	4月1４日

	２
	がんの予防と早期発見
	大腸がん（吹田市民病院　村田幸平先生）
	5月12日

	３
	緩和ケア
	胃・食道がん（大阪大学　土岐祐一郎先生）
	６月

	４
	市民塾からの提案
	乳がん　（済生会千里病院　北條茂幸先生）
	７月

	５
	吹田がん患者・家族会
	肝がん　（済生会吹田病院　寒原共治先生）
	１１月

	６
	テーマ・講師とも検討中（淀川キリスト教病院）
	１２月
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